
(57)【要約】

【課題】　上流側の排気管を介して触媒担体の上流側端

面に向かう排気ガスを整流させることにより触媒担体の

触媒性能と耐久性を向上できる触媒コンバータの提供。

【解決手段】　排気管４，５の途中に介装され、且つ、

外筒３内に触媒担体２を収装して成る触媒コンバータ１

において、前記外筒３の上流側に挿入された排気管４と

触媒担体２の上流側端面８との間に排気ガス流通孔１０

を備える整流板２０を設けた。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 排 気 管 の 途 中 に 介 装 さ れ 、 且 つ 、 外 筒 内 に 触 媒 担 体 を 収 装 し て 成 る 触 媒 コ ン バ ー タ に お
い て 、
　 前 記 外 筒 の 上 流 側 に 挿 入 さ れ た 排 気 管 と 触 媒 担 体 の 上 流 側 端 面 と の 間 に 排 気 ガ ス 流 通 孔
を 備 え る 整 流 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 触 媒 コ ン バ ー タ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 触 媒 コ ン バ ー タ に お い て 、
　 前 記 外 筒 の 上 流 側 に 挿 入 さ れ た 排 気 管 の 下 流 側 出 口 に 対 面 す る 整 流 板 の 部 位 に 、 下 流 側
に 凹 設 し た 凹 部 を 形 成 し 、
　 前 記 排 気 ガ ス 流 通 孔 を 前 記 凹 部 を 除 く 部 位 に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 触 媒 コ ン バ ー タ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 自 動 車 の 排 気 ガ ス を 浄 化 す る た め に 排 気 管 の 途 中 に 介 装 さ れ る 触 媒 コ ン バ ー タ
に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 触 媒 コ ン バ ー タ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 自 動 車 の 排 気 ガ ス を 浄 化 す る た め に 排 気
管 の 途 中 、 例 え ば エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド の 下 流 等 に 介 装 さ れ て い る 。
  通 常 、 前 述 し た よ う な 触 媒 コ ン バ ー タ ０ １ は 、 金 属 製 の 外 筒 ０ ２ 内 に メ タ ル 担 体 ま た は
セ ラ ミ ッ ク 担 体 と 呼 ば れ る 触 媒 担 体 ０ ３ が 内 装 さ れ て お り 、 エ ン ジ ン か ら エ キ ゾ ー ス ト マ
ニ ホ ー ル ド を 介 し て 流 れ る 排 気 ガ ス が 前 記 触 媒 担 体 ０ ３ を 通 過 す る 際 に 触 媒 作 用 を 受 け て
浄 化 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ０ ６ ３ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 前 述 し た 触 媒 コ ン バ ー タ に お い て は 、 上 流 側 の 排 気 管 ０ ４ か ら 外 筒 ０ ２
内 に 導 入 さ れ た 排 気 ガ ス が 触 媒 担 体 ０ ３ の 上 流 側 端 面 の 中 心 部 ０ ５ に 集 中 し （ 図 ７ 参 照 ）
、 こ れ に よ り 触 媒 担 体 の 浄 化 効 率 が 悪 く な る 上 、 該 上 流 側 端 面 の 中 心 部 ０ ５ が 高 温 ・ 高 速
な 排 気 ガ ス に 曝 さ れ る た め 、 熱 環 境 が 特 に 厳 し く な っ て 亀 裂 ・ 破 損 が 発 生 し 、 触 媒 コ ン バ
ー タ の 耐 久 性 を 低 下 さ せ る 原 因 と な っ て い た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 に 着 目 し て な さ れ た も の で 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 上 流 側 の
排 気 管 を 介 し て 触 媒 担 体 の 上 流 側 端 面 に 向 か う 排 気 ガ ス を 整 流 さ せ た 状 態 で 触 媒 担 体 の 上
流 側 端 面 に 均 等 に 導 入 す る こ と に よ り 触 媒 担 体 の 触 媒 性 能 と 耐 久 性 を 向 上 で き る 触 媒 コ ン
バ ー タ を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 で は 、 排 気 管 の 途 中 に 介 装 さ れ 、 且 つ 、 外 筒 内 に 触 媒 担 体
を 収 装 し て 成 る 触 媒 コ ン バ ー タ に お い て 、 前 記 外 筒 の 上 流 側 に 挿 入 さ れ た 排 気 管 と 触 媒 担
体 の 上 流 側 端 面 と の 間 に 排 気 ガ ス 流 通 孔 を 備 え る 整 流 板 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 外 筒 の 上 流 側 に 挿 入 さ れ た 排 気 管 と 触 媒 担 体 の 上 流 側
端 面 と の 間 に 排 気 ガ ス 流 通 孔 を 備 え る 整 流 板 を 設 け た た め 、 こ れ に よ り 触 媒 担 体 の 上 流 側
端 面 に 導 入 さ れ た 排 気 ガ ス は 整 流 板 に よ っ て 整 流 さ れ 、 従 来 の 発 明 の よ う に 排 気 ガ ス が 触
媒 担 体 に 局 部 的 に 集 中 す る の を 回 避 で き 、 触 媒 コ ン バ ー タ の 触 媒 性 能 と 耐 久 性 を 向 上 で き
る 。
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【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 実 施 例 を 説 明 す る 。
  図 １ は 本 発 明 の 実 施 例 の 触 媒 コ ン バ ー タ を 示 す 側 断 面 図 、 図 ２ は 本 実 施 例 の 整 流 板 の 平
面 図 、 図 ３ は 本 実 施 例 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 組 付 け を 説 明 す る 図 、 図 ４ は 本 実 施 例 の 触 媒 コ
ン バ ー タ の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 例 の 触 媒 コ ン バ ー タ １ は 、 触 媒 担 体 ２ と 、 整 流 板 ２ ０ と 、 外
筒 ３ を 主 要 な 構 成 と し 、 自 動 車 の エ キ ゾ ー ス ト マ ニ ホ ー ル ド に 接 続 さ れ た 上 流 側 の 排 気 管
４ と 、 図 外 の マ フ ラ ー に 接 続 さ れ た 下 流 側 の 排 気 管 ５ と の 間 に 介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 前 記 触 媒 担 体 ２ は 蜂 の 巣 状 の 貫 通 穴 を 有 す る ハ ニ カ ム 構 造 体 で 形 成 さ れ る 所 謂 セ ラ ミ ッ
ク ス 担 体 で あ り 、 全 体 が 円 柱 状 に 形 成 さ れ て い る 。
  な お 、 前 記 触 媒 担 体 ２ は ス テ ン レ ス 箔 の 平 板 と 波 板 、 或 い は 大 波 板 と 小 波 板 と を 組 み 合
わ せ て 多 層 に 巻 回 し て 構 成 さ れ た 所 謂 メ タ ル 担 体 を 採 用 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 記 外 筒 ３ は 、 ア ル ミ ま た は ス テ ン レ ス 等 の 金 属 製 で 円 筒 状 に 形 成 さ れ 、 そ の 両 端 部 に
お い て 縮 径 さ れ た 接 続 部 6,7が 形 成 さ れ て い る 。
  ま た 、 前 記 外 筒 ３ の 上 流 側 に 挿 入 さ れ る 排 気 管 ４ と 触 媒 担 体 ２ の 上 流 側 端 面 ８ と の 間 に
は 、 円 盤 状 の 整 流 板 ２ ０ が 介 装 さ れ て い る 。
  前 記 整 流 板 ２ ０ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 前 記 排 気 管 ４ の 下 流 側 出 口 １ １ と 対 面 す る 部 位
に 下 流 側 へ 凹 設 し た 凹 部 ９ が 形 成 さ れ て お り 、 該 凹 部 ９ の 周 り に は 円 形 状 の 排 気 ガ ス 流 通
孔 １ ０ が 複 数 形 成 さ れ て い る 。
  な お 、 本 実 施 例 で は 前 記 排 気 ガ ス 流 通 孔 １ ０ の 開 口 断 面 積 の 総 和 を 前 記 排 気 管 ４ の 下 流
側 出 口 １ １ の 開 口 断 面 積 と 略 同 一 に 設 定 し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う な 触 媒 コ ン バ ー タ １ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 外 筒 ３ の 内 部 に 触 媒 担 体 ２
及 び 整 流 板 ２ ０ を 内 装 し た 後 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 外 筒 ３ の 両 端 部 を プ レ ス 加 工 ま
た は ス ピ ニ ン グ 加 工 す る こ と に よ り 接 続 部 6,7を 形 成 す る 。
  そ し て 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 触 媒 コ ン バ ー タ １ の 接 続 部 6,7に 、 前 記 排 気 管 4,5を
挿 入 し た 後 、 そ れ ぞ れ 溶 接 X1,X2（ 図 １ 参 照 ） で 固 定 す る こ と に よ り 触 媒 コ ン バ ー タ １ が
排 気 管 4,5に 結 合 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 触 媒 コ ン バ ー タ １ に あ っ て は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 排 気 管 ４ の 下
流 側 出 口 １ １ か ら 外 筒 ３ 内 に 導 入 さ れ た 排 気 ガ ス （ 破 線 矢 印 に て 図 示 ） は 整 流 板 ２ ０ の 排
気 ガ ス 流 通 孔 １ ０ を 介 し て 触 媒 担 体 ２ の 上 流 側 端 面 ８ に 導 入 さ れ 、 該 触 媒 担 体 ２ を 通 過 す
る 際 に 触 媒 作 用 を 受 け て 浄 化 さ れ た 後 、 排 気 管 ５ に 排 出 さ れ る 。
  こ の 際 、 前 記 排 気 管 ４ の 下 流 側 出 口 １ １ か ら 整 流 板 ２ ０ に 向 か う 排 気 ガ ス は 整 流 板 ２ ０
の 凹 部 ９ の 前 面 に 衝 突 し て 一 旦 乱 流 １ ２ に な っ た 後 、 排 気 ガ ス 流 通 孔 １ ０ を 通 過 す る 際 に
整 流 さ れ て 触 媒 担 体 ２ の 上 流 側 端 面 ８ に 導 入 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 従 っ て 、 前 記 排 気 ガ ス 流 通 孔 １ ０ を 通 過 し た 排 気 ガ ス は 主 に 触 媒 担 体 ２ の 上 流 側 端 面 の
外 周 部 １ ４ に 導 入 さ れ 、 一 部 の 排 気 ガ ス １ ５ は 凹 部 ９ の 後 面 に 沿 っ て 前 記 中 心 部 １ ３ に 導
入 さ れ る た め 、 触 媒 担 体 の 上 流 側 端 面 ８ の 全 体 か ら 排 気 ガ ス が 導 入 さ れ 、 該 排 気 ガ ス の 速
度 も 低 下 し 、 局 部 的 な 加 熱 に よ る 熱 歪 も 防 止 で き 、 効 率 的 な 浄 化 作 用 を 実 現 で き る 。
　 ま た 、 従 来 の 発 明 の よ う に 排 気 ガ ス の 全 量 が 触 媒 担 体 ２ の 上 流 側 端 面 の 中 心 部 １ ３ に 集
中 す る の を 回 避 で き 、 触 媒 担 体 ２ の 耐 久 性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 説 明 し て き た が 、 本 発 明 の 具 体 的 構 成 は 本 実 施 例 に 限 定 さ れ る
も の で は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 変 更 な ど が あ っ て も 本 発 明 に 含 ま れ る
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。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 前 記 排 気 ガ ス 流 通 孔 １ ０ の 形 成 数 、 形 状 は 適 宜 設 定 で き 、 例 え ば 長 孔 形 状 や 楕
円 形 状 で も 良 い 。 さ ら に 、 触 媒 コ ン バ ー タ １ の 形 状 は 三 角 形 状 型 、 レ ー ス ト ラ ッ ク 型 な ど
を 採 用 で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 排 気 抵 抗 の 圧 力 損 失 の 増 加 を 抑 え る た め に 凹 部 ９ に 数 箇 所 の
排 気 ガ ス 流 通 孔 ３ ０ を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 さ ら に 、 触 媒 コ ン バ ー タ の 製 造 方 法 は 適 宜 選 択 で き 、 例 え ば 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 接 続
部 6,7の み を 外 筒 ３ と 別 体 で 製 造 し て 該 外 筒 ３ の 内 部 に 触 媒 担 体 ２ 及 び 整 流 板 ２ ０ を 収 装
し た 後 、 両 接 続 部 6,7を 接 合 し て も 良 い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ８ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 触 媒 コ ン バ ー タ を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 例 の 整 流 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 触 媒 コ ン バ ー タ の 組 付 け を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 例 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 作 用 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 そ の 他 の 整 流 板 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 そ の 他 の 触 媒 コ ン バ ー タ の 組 付 け を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 触 媒 コ ン バ ー タ を 示 す 側 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ９ 】
Ｘ １ 、 Ｘ ２ 　 溶 接
１ 　 触 媒 コ ン バ ー タ
２ 　 触 媒 担 体
２ ０ 　 整 流 板
３ 　 外 筒
４ 、 ５ 　 排 気 管
６ 、 ７ 　 接 続 部
８ 　 上 流 側 端 面
９ 　 凹 部
１ ０ 、 ３ ０ 　 排 気 ガ ス 流 通 孔
１ １ 　 下 流 側 出 口
１ ２ 　 乱 流
１ ３ 　 中 心 部
１ ４ 　 外 周 部
１ ５ 　 一 部 の 排 気 ガ ス
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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